
平
成
二
十
五
年
度『
全
國
山
名
氏
一
族
会
総
会
』の
ご
案
内

滋
雨
遍
く
大
地
を
潤
す
頃
、
山
名
会
会
員
御
一
統
様
に
は
益
々
ご
清
栄
の
段
、
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
十
月
に
山
名
会
が
再
興
し
て
か
ら
約
一
年
と
な
り
ま
す
。
役
員
各
位
の
ご
協
力
も
有
り
会
員
数
は
五
十
名
に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
山
名
会
と
し
て

今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
に
進
む
べ
き
か
？
今
総
会
を
通
し
て
活
動
展
開
の
意
見
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

平
成
二
十
五
年
度
の
総
会
の
地
は
、
山
名
氏
が
永
年
本
拠
地
と
定
め
て
居
り
ま
し
た
但
馬
出
石
、
そ
し
て
山
名
赤
松
の
間
で
運
命
を
流
転
し
た
名
城
・
竹
田

城
と
い
た
し
ま
し
た
。
秋
十
月
、
但
馬
路
に
往
時
の
山
名
を
訪
ね
る
旅
へ
と
、
ど
う
か
ご
家
族
ご
縁
者
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

記

１
、

期

日

平
成

年

月

日
（
土
）
～

日
（
日
）

25

10

12

13

２
、

主

題

「
但
馬
山
名
の
本
拠
地
、
出
石
・
竹
田
を
訪
ね
る
」

３
、

会

場

第
１
日

豊
岡
市
出
石
町

出
石
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
・
宗
鏡
寺
等
参
拝

第
２
日

朝
来
市
竹
田
城

山
名
赤
松
両
陣
慰
霊
法
要
「
法
樹
寺
」・
慰
霊
登
城
（
何
れ
か
を
ご
選
択
）

４
、

参
加
者

山
名
会
会
員
及
び
そ
の
御
一
族
の
方
々
、
山
名
会
の
活
動
に
賛
同
頂
け
る
方
。

５
、

宿

舎

出
石
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
豊
岡
市
出
石
町
福
住
４
５
０

☎
０
７
９
６
―
５
３
―
１
１
１
１
）

６
、

参
拝
先

宗
鏡
寺
（
「
氏
清
公
」
開
基
、
沢
庵
寺
）・
法
樹
寺
（
「
赤
松
広
秀
公
」
屋
敷
跡
・
供
養
塔
）・
竹
田
城
城
跡
ほ
か

７
、

講

演

『
山
陰
の
守
護
大
名
山
名
氏
ー
特
別
展
企
画
か
ら
見
え
た
山
名
ー
』
石
井
伸
宏
氏
（
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
山
名
特
別
展
企
画
学
芸
員
）

８
、

日

程

第
１
日
目
（

月

日
・
土
）

第
２
日
目
（

月

日
・
日
）

10

12

10

13

時
間

予
定

時
間

予
定

・

八
鹿
駅
に
て
送
迎
バ
ス
待
機
→
ホ
テ
ル
へ

８
・

出
石
神
社
参
拝
後
、
竹
田
城
に
向
け
出
発
。
自
家
用
車
参
加
者
は
バ

12

30

JR

15

ス
を
追
従
。

・

受
付
開
始
（
出
石
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

・

竹
田
山
麓
駐
車
場
に
到
着
。
徒
歩
で
法
要
会
場
「
法
樹
寺
」
へ
移
動

13

00

10

00

・

講
演
「
山
陰
の
守
護
大
名
山
名
氏｣

（
十
分
程
度
）。

赤
松
氏
合
流(

受
付)

。

13

30

鳥
取
市
歴
史
博
物
館
・
石
井
伸
宏
氏

・

登
城
希
望
者
は
慰
霊
祭
会
場
よ
り
ガ
イ
ド
に
従
い
慰
霊
登
城
。

10

30

・

年
次
総
会
開
催

両
氏
慰
霊
法
要
参
列
（
「
赤
松
広
秀
」
供
養
塔
参
拝
）

15

00

・

法
要
参
加
者
、「
山
城
の
郷
」
へ
バ
ス
で
移
動
。

11

30

・

宗
鏡
寺
参
拝
後
、
ガ
イ
ド
誘
導
に
従
い
辰
鼓
楼
周
辺

登
城
参
加
者
、「
山
城
の
郷
」
へ
徒
歩
で
下
山
。

し
ん

こ

ろ
う

16

00

散
策
し
、
徒
歩
で
ホ
テ
ル
へ

・

「
山
城
の
郷
」
に
て
両
氏
懇
親
会
。

12

00
・

バ
ス
で
下
山
。
竹
田
山
麓
駐
車
場
（
乗
用
車
の
方
解
散
）
経
由
、

13

30

JR

・

懇
親
会

和
田
山
（
鉄
道
・
バ
ス
の
方
解
散
）
へ
送
り
。

19

00

９
、

参
加
費

１
名
（
全
行
程
参
加
）：
３
０
、
０
０
０
円
（
申
込
金
１
０
、
０
０
０
円
、
残
額
は
当
日
納
入
）

内
訳
（
宿
泊
宴
会
費
２
０
、
０
０
０
円
、
交
通
参
拝
料
諸
費
１
０
、
０
０
０
円
）
。
◎
自
家
用
車
参
加
の
方
に
は
当
日
経
費
等
の
軽

減
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
◎
ツ
イ
ン
の
個
室
利
用
の
場
合
は
個
室
料
の
ご
負
担
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
０
、

申

込

同
封
の
ハ
ガ
キ
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
者
に
は
後
日
詳
細
案
内
と
振
替
用
紙
を
お
送
り
し
ま
す
。

１
１
、

締

切

準
備
の
都
合
上
、
９
月

日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

15

１
２
、

問
合
せ

全
國
山
名
氏
一
族
会

事
務
局

〒

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
村
岡
区
村
岡
２
３
６
５

☎
０
７
９
６
―
９
８
―
１
１
５
１

667-
1311

http://yam
ana1zoku.org

※

ご
家
族
・
ご
縁
者
ご
同
伴
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
未
会
員
の
方
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
、
総
会
参
加
を
期
に
入
会
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

※

集
合
場
所
・
移
動
方
法
等
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
参
加
者
各
位
に
後
日
ご
連
絡
申
し
あ
げ
ま
す
。（
交
通
経
路
は
別
紙
参
照
。）

※

前
泊
（

月

日
）・
後
泊
（

月

日
）
の
ご
希
望
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

10

11

10

13

※

今
次
総
会
で
は
「
歴
史
講
演
の
一
般
公
開
」
、「
赤
松
氏
と
合
同
の
慰
霊
法
要
」
等
、
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
こ
と
ご
承
知
置
き
く
だ
さ
い
。

※

月

～

日
に
か
け
て
、
出
石
・
竹
田
で
は
秋
祭
り
が
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
多
少
の
混
雑
ご
理
解
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

10

12

13

※

出
石
市
街
散
策
等
、
徒
歩
で
の
見
学
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
歩
き
や
す
い
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
竹
田
城
登
城
の
方
は
特
に
留
意
く
だ
さ
い
）

平
成
２
５
年
７
月
吉
日

全
國
山
名
氏
一
族
会

会

長

山
名
年
浩

副
会
長

宮
田
靖
國

理
事
長

山
名
義
範

理

事

一

同

事

務

局

吉

川

廣

隆

全
國
山
名
氏
一
族
会
会
員
様
・
ご
理
解
者
各
位


